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関係の基礎 契約と所有権 雇用関係 リソースの交換
依存の程度 独立 依存 相互依存








































が変化していくシナリオを主張したBouckaertらの研究は示唆的である（Bouckaert, Peters and Verhoest 
2010）。彼らは以下の様に説明する。アングロサクソン諸国で顕著であるが、NPMの影響を受けた国
では、行政機関の専門家が進む結果として組織の拡散（proliferation）が起こる。そこで調整や統合
（consolidation）のレベルを高めることが求められる。表 3で言うと、Iから IVへ、そして IIの方向へ
動いていくというのが彼らの主張である。ただ、その際の調整はヒエラルキーを中心としてなされた
かつてのものではなく、ネットワークや市場のメリットも生かさなくては時代の要請に応えられない









































































かにした（r = 0.565）。Ashitate（2009）は同じ操作化により 1996年度から 2007年度までの相関を求め
たが、統計的に有意な相関係数を得ることはできなかった。経常利益の変動が翌年中東に供与される





















































































































































































































0.865 0.882 0.671 0.812 0.659 0.803 0.649 0.648 0.782 0.575























年度 2009 2010 2011
援助［t-1］ 0.136（0.076） 0.959（0.489）*** 0.437（0.837）***
GDP［t-1］ −0.060（−0.081） 0.189（0.218） 0.013（0.065）
貿易［t-1］ 0.062（0.468）*** −0.083（−0.437）** −0.012（−0.246）**
受注［t-1］ 0.400（0.235）** 0.445（0.354）*** 0.015（0.054）
定数項 26.741 76.997** 18.141**
N 152 114 114
自由度修正済み決定係数 0.387 0.365 0.693
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補逸：記述統計量
1.　従属変数
受注［t, p］（百万円） 観測値 最小値 最大値 平均値 標準偏差
2007年度 161 0 10199 484.4658 1228.946
2008年度 174 0 7573 387.8908 950.4129
2009年度 175 0 8801 387.0343 927.3742
2010年度 174 0 9905 403.6098 1054.625
2011年度 175 0 9100 493.3714 1089.729
受注 2［t, p］（百万円） 観測値 最小値 最大値 平均値 標準偏差
2008年度 172 0 1381 44.47674 172.5951
2009年度 171 0 2532 70.72515 294.1465
2010年度 130 0 2485 151.1354 421.7023
2011年度 176 0 808 31.10455 104.495
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2.　独立変数
援助［t, p］（百万米ドル） 観測値 最小値 最大値 平均値 標準偏差
2007年 166 0 937.22 34.10693 135.7953
2008年 162 0 1231.7 41.17957 169.2418
2009年 162 0 1305.05 47.63704 193.1901
2010年 160 0 1670.75 51.87438 207.7924
3.　制御変数
GDP［t, p］（百万米ドル） 観測値 最小値 最大値 平均値 標準偏差
2007年 161 0.027 14028.68 218.2205 1155.668
2008年 161 0.031 14291.55 242.4142 1201.427
2009年 161 0.027 13973.65 231.3698 1183.731
2010年 161 0.032 14498.93 262.0013 1258.863
貿易［t, p］（一億円） 観測値 最小値 最大値 平均値 標準偏差
2007年度 169 0.019829 28029.23 799.0527 3137.96
2008年度 169 0.069395 25717.86 726.9846 2735.663
2009年度 169 0.026035 23104.79 572.6603 2298.825
2010年度 169 0 27245.43 641.6685 2515.243
